
美しい舞本：語を楽しみ、感動ある群読を翻る 露7

平成8年度吾蜂会研究奨励金交付者論文紹介

美しい日本語を楽しみ，感動ある群読を創る

小澤洋子獅わき甫立中央台北小学校〉

　小学絞高学年の箆童が「小さい声で発表する3徳分の考えを当霞に表現できない」という実態

に慶嚢することが多く，その打雛策としては紅裏ず声を怨すことの必要性3¢）認識潜醗究の動機で

ある、姿勢，隣塑，舌・磐の体操の基本練習をベースに，早讃ことば・名詩名文の鑑賞・暗曝へと

段欝を工美し，発表の場を設けた。子僕達が感想や意見を鐡し念う中で一文ずつの弓レ一議みから

分読分握・発表隊形や携所の工夫へと発展させ，さまざ奮な群議を麟辱饑した。露語の授業での詩

や文学館文章の読解・鑑賞を土台として群議の年間誕錘を立て，声の大小・蕩抵・遅速・強調・闘

のとり方等の褒罷技法を意識させ，動作化・伴奏楽器や小道具をとりこみダイナミックに表聴する

喜びと感動を体験させた。この妻践と2年購の縮選したビデオ（約2時購〉には，教秘書教耕の縫

に聴編ほど¢）麗発教秘（霊に詩〉の実践も擾示した。

〔キーワー鍔　群読の基礎・群読パフォー・マンス，教科書教材・鱒発教材

亙．はじめに

　子供達は，欝常会議や遊びの中では偲紅も規擬され

ず喜々として腹から声を饑し，手足指先を縫い体全体

で自己i表現している。それが授業となると，鱗約が多

いためか一変してしまうのである．舞えば，「小さい

声で話す」紅音読・朗読では纂ごもり，はっきりと灘

こえない」「自分の考えを持てないj　r穣手の考えを震

いても穏づちを打てず，無表鋳である」「霞ら発する

表現力（語彙力・議し方…）が乏しい葺「話し合いが

活発にならない］等の教室風景潜多々見受けられるの

が現実である。

　この大纏な落差は一体何なのだろうか、高学年とも

なると音声表瑳をしなくなる鱈講にな1り，それはあた

かも発達段欝に則しているような考えに饑くわすこと

があるが，そのことを受け入れることは，子供が本来

持っている縁ずの表褒意欲を瞬き灘さないことになる

のではないかと考える、高学年といえども音声言語に

よる表現意欲は暇人寸欝なのである。従ってr授業の

活性イ鱗をはか吟，「楽しく学び合い」ヂ互いに高まり

合う」ためには，豊かな警‡語の言語感覚を磨き，音

声言震嚢こよる表現意欲を引き饑し自｛震を持たせ‘意欲を

喚起すること渉最善策である。それ1こは，

　　◎ことば遊び　　◎音読・朗読

　　◎群読（複数の読み手で麟る朗読〉の蓼…現活動

か挙げられる。ことば遊びや群議の表現活動を始める

と，あっという闘に手拍子嚇縄こえ，ひざでの弓ズム

取り・大きな声・緊張した顔から笑顔への変化渉見ら

れるようになる。ことばの持つリズムと一人では陳わ

えない複数による群読の響きが，一人一人を解放し，

楽しさと喜び・露盤と発展性を生み鐵すのである。さ

らには，覆語の授業のみならず，すべての教科の授業

の活性化に連動し，窪己妻場内が高まりヂ学ぶ」こと

の楽しさに発展していく．

豆．砺究の実際

婁．楽しい群読の基礎を籍す

　（垂／群議iが緩き諾す子僕の驚能牲と饑き

　群読とは，r一名のみを指名しての読みをζ揚名読

み選とするならば，その麟極垂こ全員一斉に音読するζ斉

読墓がある。窪群読墨は形態上は置斉読曇紅近い魁

醤的・機能の上からは鑑賞の深化と感動の表現1こ重点

を置いたもので，分鐙を決め，集掻で行う朗読である。

具体的には，作品の権威をとらえ，一人で読むところ，

みんなで読むところなどを決めるととも垂こそれぞれの

鰯暫の読み手を決めて読むようにする。雲とある。

（紅蜜語教育捲導爾語辞典」教官鐡販〉

　群議は子盤渉本来持っているr声を鐡す喜び」とr集

懸で議し合い，学び合い，高まり合い，麟造する能

力まとを高める活動である。群議iは子｛共のどのような

饑き麟あるだろうか。

①　言藷能力と音声による自己表現力が奮ち，嶽鷹と

　意欲がわく

　　　晃童の声　薪βを大きく麗けて，一音一音はっ

　　　　　　　きりと話し，大きな声が鐵るようにな

　　　　　　　つた。暗記力麟ついた。工夫した表現

　　　　　　　法を取るようになった。感鋳を臨そう

　　　　　　　としたり間の取り方を工夫したり，強

　　　　　　　謁する譲彙や文を意識して朗読するよ

　　　　　　　うになった。恥ずかしがらなくなった．
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　　　　　　　発表する自欝がついた。」

②　美しい瞬本語1こ頬する言誘感覚・叙遠を効果的紅

　i喪愛する感覚ぶ育つ

　　　難産の声　「ピアニカの音をいれると，本当に

　　　　　　　コオ雛ギの音色のよう1こ露こえたので

　　　　　　　すごい葺声の大きさや役割を変えるこ

　　　　　　　とで雲霧気ががらっと変わったの1こは

　　　　　　　びっくりした。講じ読みでも，お埼さ

　　　　　　　んのように手をあげたり文の窮れ欝を

　　　　　　　無くすと，寺のお鋳さんになったよう

　　　　　　　な気渉すること瑛分かった。こんなに

　　　　　　　楽しい早βことばがあるなんて知らな

　　　　　　　かった。音楽やリズムを入れると楽し

　　　　　　　くなってくる諺

⑧霞己覇）作品解報を催と絡み合わ甚ながら学び合い

　高まり合う

　　　児童の声　「ζ馬でかけれ韓韓の饒まっしはっし塞

　　　　　　　のA書の読みは，迫力があって麗いて

　　　　　　　いる人がドキッとする。木を人名にた

　　　　　　　とえた辱，郵すすきの海雌と地楡表麗

　　　　　　　を縫っていておもしろいと言ったSさ

　　　　　　　んの意見にはっとした。葺

④　聞く耳と廉く姿勢が育つ

　　　児童の声　「Y霧が女優の○○さんのような朗

　　　　　　　読をしたのでじょうずだなあと思った。

　　　　　　　まねしたくなった。蓼あめ璽（出馨今次

　　　　　　　作〉の全体で言う窪たたく選のところ

　　　　　　　は，一人一人スタッカートで書って爾

　　　　　　　の強さ瀞墨た。分挺しているけど，と

　　　　　　　ぎれることはなかった。些懇代表の董

　　　　　　　書は，声の大きさ・速さの変化等とて

　　　　　　　も良かった。蓼石うすの歌蚕の群議iは

　　　　　　　聞違えずにでき，今までの練習より数

　　　　　　段うまくなったとわたしは思った。だ

　　　　　　　が，悪い点は，声渉少し小さかったと

　　　　　　　思うので今度は大きくする．六年生の

　　　　　　代表垂ま，恥ずかしがらずに石うすを醸

　　　　　　　していたGj

⑤麟譲の授業が活性化し，楽しい学級・学年・学校

　づくりができる。

　　　児童の声　「議し合いで人の意見を聞き運解で

　　　　　　　きる。露分の読み以外に人の読みを知

　　　　　　　ることができる。一人調べでみんなと

　　　　　　違う表現や人物の気持ちをみつけて発

　　　　　　表ができ，新たな解毅になっておもし

　　　　　　　ろくなる詩麟ある。分読を考えるとき

　　　　　　の議し合いでは，遜の中の全員が意見

　　　　　　　を述べるので勉強になる。F書は，僕

　　　　　　溺気づかないことを言ってくれるので

　　　　　　ためになる。饗震渉すげがさとわらじ

嬉解一6

　　　　　　　とはんてんを持ってきて身に付けて，

　　　　　　　筆で紙1こ書く動作を入れたので小鉢一

　　　　　　　茶の零露気がでてきてうれしくなった。

　　　　　　　窪すっとびとびすけ雌（谷鱗俊太鄭〉で

　　　　　　　アイディアを鐵し合った。動作をつけ，

　　　　　　　伴奏にちりとりを養い，お藩も作りと

　　　　　　　ても楽しい時間だった。これからの発

　　　　　　表にもこういうことが生かせたらどん

　　　　　　　なにいいだろうと思う。飽の学緩もう

　　　　　　　まくなってきた。

　焦点をしぼれば，以上の五つが群読の働きと可能性

であると考える。

　（21群議の基礎づく》

①　議し方・饑き方の約束…・鍛室に常掲

鱗彦
　　　き　の　・

無爵
　　一　む　の験

②　発音・発声の基本練習（詳綴は省略〉

　発音・発声について学習指導要領では全学年にわた

って彩はっきりした発奮で・なまりや癖のない正しい

発音で」議すように示されている。

　0姿勢……勝方し，のどに力を入れないであごを鱗

　　　　　　く

　○正しい無形と舌・くちびるの体操

　　鏡を見てはぎれよく「イ・工・ア・オ・ウ」

　　　　　　　　　　　　・葭の体操

　・孟の捧操……レロレ濃・

　　　ラ・レ・弓リレ・

　　　レ・ロ・ラ・灘

　・くちびるの体操……

　　　オエ露工重工・

　　　ウイアウイア

③早舞言葉と滑舌文練習

④　名詩・名文の賭曙

2．文学的文章の群議

　　【教科書教越3

　　　r麦懸」で「作品糧算を広く豊かにイメージす

　　　る」群読を翻る

　（重）舞読のねらいと教耕の鵯徽

　この作贔は，婆年で学習した「心情や様子の読み取

り」中心の「一つの花」や褻ごんぎつね］のように，

r起・承・転・結」に泌って物語ぶ展麗されてはいな

い。これといった事偉もなく，ハ弓ネズミ麟飽の小動

勃たちと道々交わす会議の繰吟返しの中で「寂然の美

しさ，すばらしさの再認識」と「現代の文弱筏会の優

層さへの警鐘」が表瑳されている。麦耀に惹いてから
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は，人聞のまいた種が，土や太陽・爾などの農然の恩

恵の中で成長し，麦の穂のそよぐ美しい合曝によって

植物の生命の大燐さが譲られる。人聞の営みが警然と

直接つなぶっている麦耀である。ヂ情景を読む」こと

により「濤然の美しさ・鬱然の営み・それぞれの存喪

を互いに認め合いながら生きていることのすばらし

さ」がこの作品の主題である。

　子僕達は，山がけずられたり空き缶が投げ捨てられ

たりしていることに嚢灘1的である。濤然破壊に不安を

抱いているゆまた，小鳥やセミの鳴き声・夕馨・青空

・草花・紅葉・溝擁等に「密然のi美しさ」を感ずるが，

瓢麦懸の美しさ・穂のそよぐ音・小燐のせせらぎ・月

夜の構景・霞然の恵みの中で生きているすばらしさ」

にまでは目と心が晦かない。だからこそ，この作品を

通して小勃勃たちの見方・考え方紅感動し目ぶ聡き，

露分の認識の見直しに遼られることであろう。

　誌の展聡の工夫としては，次の点が特籔釣である。

　①　会誌文嚇多い。（分挺読み拳楽しくできる。〉

　②登場人勃の動きがある。（灘化でのイメージ深

　　化〉

　③余韻を残す文末が多い。（朗読の工夫ができ

　　る。〉

　④　縫置嘉髭楡表現渉多い。（音声化による驚解〉

　⑤　麦耀を見ている場面のオノマトペ（群読で表現）

　⑥　ナイチンゲールのさえずり・トラックの畜（擬

　　音〉

　以上の観点から，「会話文」と「麦燐を見ている場

面」を中むに群読を取り入れた授業展聡をした。

　（2／指導計薗（全§時間〉

§
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おいしいパン

になるために

ずんずんずんずん

大地の

ぼくらは小麦だ

　　　小変だ

　　　小麦だ

のびて

のびて

みんなに食べて

奮つよずん

ずんずん

おいしいパソ毒こ

なるために

ずんずんずんずんずんずん

　　　　　　1

めぐみを　すって

小麦だ

小麦だ

これからのびて

のびて

もらうんだ

小麦だ

これからのびて

のびて

もらうんだ

　　　みんなに食べてもらうんだ

サーシャカ麟 @　l　　　　　　lシャ噺輯

　　　　　　iシャ弓シャ弓シャ饗シャ婆

シャ1タシャ琴シャリシャリシャ琴シャ琴シャリ

次 時 学　習　活　動 留　　意　　点

一
2 各甕の察然感と範譲 鐡会いの懇懇・疑瞬

二 3 ハ琴ネズミの考え・カワ
lズミと夜道ヂ）構景

読み取警ノートヘの

¥現の書き込み

三 3 麦の穂の合曝の群議の姦

ｵ食い・台本・練習
　　　　　　　詣W一ラス・ソ欝’父
ﾊ音・分鐙読み

瞬 里 窪然についての崖とめ 群読と愍然」感

　（呂｝楽しい舞護学習の実際

　　　　　（会議文の台本は省酪）

　　　〔麦の穂の合曝の場面から〕

T　すると，いく千いく万の声がさやさや歌いだしま

した。

講鑑…

コーラス3

【児童の声達

○シャリシャリ音

・サヤサヤ音潜麦

のこすれ合う音に

合っていて，素敵

だ．ぐぐぐぐ紳び

たいように感じた。

行

5

コーラスi コーラス2

サヤサヤサヤ

サヤサヤサヤサヤ　サヤサヤサヤサヤ

カサカサカサカサカサカサカサカサカサ

ぼくらはぐん

ぐんぐん

　　　　　　，ぐんぐんぐ魂ぐん軸帆

3．詩の群読

　　爛発教材葉

　　「教室はまちがうところだ」でε燧性が育ち，素

　　晴らしい学級をつくる墜群読パフォーマンス

　（l！舞談のねらいと教材の特織

　4縁。新しい希望と難待を胸1こ子｛共達も教錘も教室

に肉かう。纏替えになった場合は特紅朝毒虫にぎやかだ。

元気の良いあいさつ瀞次々と交わされる。大きな声も

あればひそひそ議す声もある。授業もこんなににぎや

かだったらいいのに。「授業は，みんなで考えを撮し

合って新しいを発見していく楽しい時間なのですよ。」

と説隣してもあま鬱勃果嚇ない。r考えを戯す」こと

に抵航を感じている子供が多いため，授業が生き生ぎ

と進まないのだと思う。

　詩「教室はまちがうところだ涯は，題名そのものぶ

主題になっていて非常に分かりやすい。発表できない
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でいる子供の心蓬をきちっととらえ，「間違うことは

悪いこと」ととらえがちな子洪の考えを見事紅覆し，

子僕達を安心させ励まし，意欲を喚起させてくれる。

4∫きの学級づくりの活動の中にこの詩を取り上げ，共

通の話題紅し，一年間の学績の骨格を確立する材料と

する。群読により感動的に表現していけば，麹然にこ

の詩のように行動する子供に成長：し，教室熱活性化し，

子供の主体性や積極性を紳ばすことになると考える。

　（2）捲導計懸（全3時間）

時 学　習　活　動 留　　意　　点 騰勢

i 教耕の鐵音譜 好きな文を嶽摘できる。 覆語

2 分読法の議し合い ソロ・コーラス等の分挺 学濡

3 群読練習 麩分の役霧の表現の工夫 学活

　教材の各達に番号をつけ，発表の硬瀦をはかった。

鍛音読と朗読の練習後，露分の繁きな文や達にヂサイ

ドラインを引き，その蓬由を余白に書く」溜動をし，

発褒内容を群読輝本に生かした。

　紛　アイディアを生かす群読パフォーマンスの実際

　　ソ（ソβ／，ア（アンサンブル），コ（コーラス〉

連 蕎 詩 分読法 表現方法・演鐵

教室はまちがうところ ソ ・隣るく

だ・まきたしんじ

茎 教室は豪ちがうところ ソアコ ・キーワードを

だ 3懸繰り退す。
一2 みんなどしどし手を挙 ソ　コ ・コが一部を磁

げて

｝
3 濁違った意見を霊おう ア

じゃないか

唾 聞違った答えを ソ ・コがrどしど

害おうじゃないか ソ しどしどしどし

どしまと曝える。

・持楽器で二拍

董 まちがうことを ソ の間を取る。

おそれちゃいけない コ

2 聞違った巻を ア

ワうっちゃいけない コ

3 間違った意見を ソ

二 聡違った答えを コ

4 ああじゃないか ア ・講芳の手の平

こうじゃないかと ソ と弔を交互にか

5 みんなで鐵し合い ソ えす動作

害い合う中で アコ ・ウッドブ冒ツ

§ ほんとのものを ア クの高儀音で講

見つけていくのだ コ 縷陳を鐡す。

（ギ教室でよみたい詩董2か月珪疑衆祇　参無）

簿97－6

　以下は，十六連までの主な表現方法・演鐵である。

①五連・十二連・手五連に驚童郷興の簾づけをした。

⑨七連・八連でr舞い顔と白い顔］のお葱を使った。

③分握ごとに衷とまり，全体として霧陣の隊形にした。

④動作化をふんだんに取蓼入れた。

厳達

十二連

晃童縣翼簾づけ纏

¢み　曹毒　τ鳶　之　　業　弓炉う　ま齢亀“み　ξ毒　τき　主 業　弓 炉ウ ま　齢亀rr乱

ま　　む　て 上北ゲう ・醸紙に 数等 ζ

て　晒些 ぼくも“ ヤ ，

舞　農　　ダ 参　び 一

脚
膏 了　捗　“

董　与　　ザ“　　罵　　隔蝿轟　　げ｛　晦　晦　を●　う

身　噸　“　軸 騨　ぜ　や与毫 ワ伽　齢　“哺　々伊

欝．おわ》に

　授業参観麟こ籏倒釣に多数の子供嚇「群議の発表」

を希望した理由は，r声解小さかったけれども，今で

はもう大きな声になったところを観てもらいたい。」

紅霞語や算数は縛意な人は発表できるけれども，ζ欝

読遷だと，群読騨本8つの作品一つ一つ紅全員の役繋

分握拳あるのでみんなが濃躍できる。」であった。一

人一人が表現する轡欝と意欲を持ち，充実感を殊わい

積極性熱表鐵してきたことが確認できる。今後もr学

ぶ」ことの楽しさとすばらしさ潜実感できる授業を騒

擾し精進したい。概究各位のご詣導，ご鞭撻をお類い

したい。
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